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■   

火
災
、
救
急
出
動
件
数
は
減
少

　

救
助
出
動
件
数
は
増
加　

　

平
成
27
年
中
の
志
賀
町
の
総
出
火
件
数
は
９
件
で

し
た
。
昨
年
の
12
件
よ
り
も
火
災
件
数
は
減
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
羽
咋
市
は
５
件
、
宝
達
志
水
町
は

５
件
と
、
志
賀
町
は
そ
の
倍
に
近
い
状
況
で
す
。

　

志
賀
町
の
総
出
火
件
数
９
件
を
火
災
種
別
ご
と
に

み
る
と
、
建
物
火
災
が
６
件
、
林
野
火
災
が
１
件
、
そ

の
他
火
災
が
２
件
で
し
た
。
火
災
に
よ
る
死
者
は
１

名
、
負
傷
者
は
１
名
で
し
た
。

　

出
火
原
因
は
、
た
き
火
が
３
件
と
最
も
多
く
、
次

い
で
ガ
ス
ハ
ン
ド
ト
ー
チ
２
件
、
枯
草
焼
き
、
簡
易

型
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
配
線
器
具
、
電
気
機
器
が
各
１
件

で
し
た
。

　

ま
た
、
志
賀
町
の
救
急
出
動
件
数
は
７
８
９
件
（
前

年
比
38
件
減
少
）、
搬
送
人
員
は
７
５
８
人
（
前
年
比

39
人
減
少
）で
し
た
。
一
日
当
た
り
２
件
の
救
急
出
動
、

町
民
の
27
人
に
１
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
救
助
出
動
件
数
は
12
件
（
前
年
比

５
件
増
加
）
で
し
た
。

　

引
き
続
き
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
そ
の
他
火
災
」
と
は
、
建
物
・
林
野
・
車
両
・
船
舶
お
よ

び
航
空
機
の
各
火
災
種
別
に
該
当
し
な
い
火
災
。

※

■   

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

10
年
た
っ
た
ら
と
り
カ
エ
ル

　

志
賀
町
の
住
警
器
設
置
率
は
、
平
成
27
年
６
月
１

日
現
在
で
、
96
・
７
％
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を
目
安
に
交
換
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
に
備
え
、
正
常
に
機

能
す
る
か
ど
う
か
定
期
的
な
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

廃棄物の焼却禁止！廃棄物の焼却は法律により禁止されています

焼却禁止の例外規定とされた行為で
あっても、生活環境上支障を与え、
苦情などある場合は、改善指示や各
種の行政指導の対象となります。

次
※1
に掲げる方法とは

公益上もしくは社会上やむを得ないものまたは周辺地

域の生活環境に与える影響が軽微であるものとして政

令で定めるもの。（一部抜粋）

・風俗習慣上・宗教上の行事で必要な廃棄物の焼却
　【例】左義長、門松・しめ縄の焼却など

・農業、林業・漁業を営むためやむを得ない廃棄物の焼却
　【例】焼き畑、田に隣接する河川堤等の下刈草の焼却行為、
果樹園から発生する剪定枝などの焼却
　もみがら燻炭などに係る行為、魚網にかかったごみの焼却
など→役場の処分対応を確認する

・たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物
の焼却であって軽微なもの
　【例】たき火、キャンプファイアーなど

火災・救急・救助は 119 番　問志賀消防署　☎ 32-1776　富来分署　☎ 42-1211　問環境安全課　☎ 32-9321

懲役５年以下または 1,000 万円以下の
罰金またはその併科に処されます。

（平成 16 年５月 18 日施行 )

焼却行為などを行う際は、環境安全課と消防署へ連絡を。『いつ・どこで・何を焼却するか』が
分かるように、『火災と紛らわしい煙または火災を発する恐れのある行為への届出』をしましょう。

違反すると 例えば…

廃棄物の処理および清掃に関する法律
第十六条の二

「何人も、次
※1
に掲げる方法による場合を

除き、廃棄物を焼却してはならない。」

春の火災
予防運動

３月20日日～26日土
まだ寒さが残り、ストーブなどの火を使用する機会
が多い３月。空気が乾燥し、ちょっとした不注意で
火災が発生しやすい季節です。火の取り扱いには十
分に注意し、火の用心を心掛けましょう。
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安
保
法
任
務
ど
う
な
る
自
衛
隊　
　
　

三
井
か
ほ
里

こ
の
子
に
も
責
任
持
た
す
母
の
愛　
　

川
上　

富
子

年
賀
状
書
く
の
任
せ
た
プ
リ
ン
タ
ー　

古
森　

真
猿

神
棚
に
運
を
任
せ
る
宝
く
じ　
　
　
　

林　

ち
よ
子

能
力
に
勝
る
大
役
任
せ
ら
れ　
　
　
　

高
島　

和
子

民
主
主
義
代
議
士
任
せ
の
無
力
主
義　

柴
田　

政
行

デ
イ
ー
に
行
く
老
女
家
族
に
見
送
ら
れ　

芝
山　

照
子

送
り
主
姿
無
く
て
も
残
る
品　
　
　
　

池
田　

洋
子

我
が
家
に
も
羊
を
送
り
申
が
来
る　
　

赤
崎　

が
な

拉
致
問
題
他
の
難
問
も
先
送
り　

み
や
み
ち
さ
か
し

温
泉
の
送
迎
バ
ス
は
土
産
バ
ス　
　
　

西
尾　

海
春

巣
立
つ
子
の
見
送
る
家
族
笑
顔
あ
り　

小
松　

康
子

西
浦
川
柳
会

①講師の金谷さん
②アトラクション
③受賞者の皆さん

②

③

①

学びあい   心豊かな   まちづくり

か
く
れ
ん
ぼ
蒲
団
に
丸
く
孫
二
人　
　

土
田
エ
ミ
子

米
寿
ま
で
元
気
で
居
て
と
孫
が
言
う　
　
　

浅　

子

暖
冬
が
急
な
寒
波
で
狂
う
計　
　
　
　
　
　

美
智
代

子
の
帰
省
三
ヶ
日
だ
け
の
笑
い
漬
け　
　
　

〃

寄
鍋
に
身
心
ぬ
く
め
寿
い
の
ち
な
が

　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
い

湯
の
宿
や
旧
交
温
め
心
も
温ぬ
く

む　
　
　
　
　

さ
ち
こ

降
り
し
き
る
雨
に
水
仙
凜
と
し
て　
　

上
野　

末
子

今
年
こ
そ
一
人
暮
ら
し
の
日
記
帳　
　
　
　
　

〃

春
を
待
つ
コ
マ
と
た
わ
む
れ
時
流
れ

　

待
遠
し
い
な
春
色
の
風　
　
　
　
　

元
尾　

智
子

阿
蘇
の
山
思
い
で
の
こ
る
え
ぼ
し
岳

　

馬
に
ま
た
が
り
天
ま
で
の
ぼ
る　
　
　
　
　

〃

第62回文化財防火デー

　

１
月
24
日
㈰
、
志
賀
町

文
化
ホ
ー
ル
で
志
賀
町
生

涯
学
習
フ
ェ
ア
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
多
年
に
わ

た
り
各
分
野
で
尽
力
し
、

町
の
生
涯
学
習
推
進
に
貢

献
し
た
２
人
に
志
賀
町
生

涯
学
習
功
労
者
表
彰
を
贈

り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
と
ぎ
ハ
ー

モ
ニ
ー
さ
く
ら
貝
（
合
唱
）、

舞
士
道
（
よ
さ
こ
い
）、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
民
謡
さ
く
ら

貝
（
民
謡
）
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
で
は
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

▲冨木八幡神社の訓練風景

◀冨木八幡神社に奉納されている
　板地彩色那須与一扇射図額

室
、
中
甘
田
草
木
染
教
室
、

切
り
絵
教
室
、
篆
刻
教
室
、

編
み
物
教
室
、
ジ
ュ
ニ
ア

版
画
教
室
、
草
木
染
め
教

室(

熊
野
工
芸
工
房)

、
土

田
公
民
館
版
画
教
室(

版

風
会)

、
園
芸
ク
ラ
ブ
、
マ

ナ
ー
教
室
で
教
室
生
が
制

作
し
た
作
品
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
町
民
か
ら
感
嘆
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
石
川

県
出
身
で
北
陸
放
送
元
解

説
室
長
の
金
谷
一
男
さ
ん

が
、「
ニ
ュ
ー
ス
現
場
・
東

西
南
北
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
し
ま
し
た
。

【
功
労
者
表
彰
受
賞
者
】

　

丸
田 

武
信
氏
（
高
浜
町
）

　

安
江 

眞
博
氏
（
富
来
地
頭
町
）

　

１
月
24
日
㈰
、
雪
が
降

り
積
も
る
中
、
文
化
財
火

災
防
ぎ
ょ
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

福
野
の
気
多
神
社
に

は
、
志
賀
消
防
署
、
中
甘

田
分
団
な
ど
約
30
人
が
集

結
。
落
雷
で
神
社
本
殿
に

出
火
し
た
と
想
定
し
、
放

水
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
神
社
に
は
、
県
指
定

文
化
財
「
福ふ
く
の野
妙み
ょ
う
ほ
う法
蓮れ
ん
げ華

経き
ょ
う

碑ひ

」
が
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

八
幡
の
冨
木
八
幡
神
社
で

は
、
志
賀
消
防
署
富
来
分

署
、
東
増
穂
分
団
、
森
ノ
内

自
衛
消
防
隊
な
ど
約
30
人
が

一
斉
放
水
し
ま
し
た
。
こ

の
神
社
に
は
、「
板い
た
じ地
彩さ
い
し
き色

那な
す
の
よ
い
ち

須
与
一
扇せ
ん

射し
ゃ
ず図

額が
く

」
な
ど

町
指
定
文
化
財
５
点
が
奉
納

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
参
加
者
は
文
化

財
へ
の
愛
護
と
防
火
意
識
を

高
め
、
地
域
の
宝
を
守
る
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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男女共同参画に関する年次報告について平成27年度版

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に

向
け
た
意
識
の
改
革

方
針
の
立
案･

決
定
過
程
へ
の

女
性
の
参
画
の
拡
大

職
場･

家
庭･

地
域
に
お
い
て

男
女
が
共
に
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
社
会
の
実
現

女
性
の
人
権
が
推
進･

擁
護
さ

れ
る
社
会
の
形
成

国
際
社
会
を
視
野
に
入
れ
た
男

女
共
同
参
画
の
推
進

基本
目標Ⅰ基本

目標Ⅱ基本
目標Ⅲ基本

目標Ⅳ基本
目標Ⅴ

平成 26 年度の計画推進状況について、志賀町役場の
取り組みを、町ホームページに掲載しています。

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一

句
）
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５ -

０
１
９
８

志
賀
町
末
吉
千
古
１
‐
１

　

志
賀
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
ま
で　

※
毎
月
３
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
第
２
次
志
賀
町
男
女
共
同
参
画 

施
策
の
展
開

　

志
賀
町
で
は
、第
１
次
志
賀
町
総
合
計
画
に
お
い
て
、「
ふ

れ
あ
い
の
ま
ち
」
と
し
て
「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」
を

掲
げ
、
基
本
施
策
と
し
て
「
男
女
共
同
参
画
意
識
の
啓
発
」

と
「
女
性
の
社
会
活
動
の
促
進
」
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

第
２
次
志
賀
町
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
で
は
、
こ
の

計
画
に
基
づ
き
、
次
の
５
つ
を
基
本
目
標
と
し
て
、
課
題

の
整
理
、
施
策
の
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

いきいき加茂っ子教室

早
春
の
明
け
が
た
ひ
孫
生
ま
れ
来
て

　

喜
び
と
感
謝
の
気
持
で
日
々
送
た
き　
　

智　

子

ド
カ
雪
に
足
を
取
ら
れ
て
出
勤
す

　

子
等
を
気
遣
ひ
除
雪
に
精
出
す　
　
　
　

光　

雄

屋
根
雪
に
ス
コ
ッ
プ
親
の
傍
か
た
わら
で

　

は
し
ゃ
ぐ
姉
妹
の
か
ま
く
ら
造
り　
　
　

志
津
江

情
け
な
や
夜
半
の
積ゆ

き雪
道
へ
た
り
込
む

　

老は

は母
を
背
負
い
て
家
路
向
か
ふ
も　

松
本
理
希
三

　

１
月
26
日
（
火
）、
加
茂

小
学
校
児
童
は
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
「
い
き
い
き

加
茂
っ
子
教
室
」
で
、
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た

ち
が
作
っ
た
か
き
も
ち
を

小
さ
く
切
っ
て
、
あ
ら
れ

を
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

か
き
も
ち
の
材
料
は
、

学
校
園
で
作
っ
た
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
、
地
元
農
家
と
の

物
々
交
換
で
手
に
入
れ
た

も
ち
米
で
す
。
児
童
た
ち

戸坂 潤とは
唯物論哲学者。治安維
持法によって1938年
（昭和13年）に検挙さ
れ、敗戦後の長野刑務
所で獄死した。母『く
に』は志賀町里本江の
生まれで、戸坂潤は８
歳まで母方の実家で
育った。旧東増穂小学
校校歌の作詞者。

■
成
果
指
導

　

本
計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る
た
め
、
生
涯
学
習
課
を

事
務
局
と
し
て
庁
内
の
関
係
各
課
と
連
携
を
図
り
、
必
要

に
応
じ
て
各
種
施
策
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
第
２
次
行
動
計
画
の
全
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
男
女
共
同
参
画
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ま
た
は
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
窓
口
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲かきもちを慎重に切る児童

◀白・緑・黄色・ピンクなど、
　色とりどりのかきもちを
　小さく切ったあられ

は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

久
保
進
さ
ん
・
西
村
芙
美

江
さ
ん
か
ら
、
か
き
も
ち

の
切
り
方
や
、
こ
の
活
動

が
地
域
の
人
た
ち
の
協
力

が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

下
級
生
は
、
す
で
に
何

度
か
経
験
し
て
い
る
上
級

生
か
ら
、
切
り
方
の
コ
ツ

や
注
意
点
を
教
わ
り
な
が

ら
、
あ
ら
れ
づ
く
り
に
夢

中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

富来郷土史研究会研修会

３月23日㈬  14:00～16:00
 富来活性化センター  中ホール
◇対象者　富来郷土史研究会員
　　　　　および志賀町在住者

◇講　師　石川県立看護大学教授
　　　　　浅見 洋 先生

◇講　和　「戸坂 潤とその母について」

主催：富来郷土史研究会　後援：志賀町文化協会

問志賀町文化協会　☎32-9350
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家から
バス停まで
の距離

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授

　

國
田
　
武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・
経
済
事

犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、
交
通
事
犯
な

ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ
た
る
。
平
成
15
年
６
月
、

愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法
律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し

て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授
と
し
て
法
科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら

愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

　
　

夫
婦
同
姓
の
問
題
に
つ
い
て

Ｑ
：
夫
婦
同
姓
の
是
非
に
つ
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
民
法
７
５
０
条
は
「
夫
婦
は
、
婚
姻
の
際
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
従
い
、
夫
ま
た
は
妻
の
氏
を
称
す
る
」
と
規

定
し
、夫
婦
同
姓
の
原
則
を
定
め
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

婚
姻
届
の
際
に
、
同
姓
は
必
要
的
記
載
事
項
で
あ
り
、

こ
の
点
の
記
載
を
欠
く
婚
姻
届
は
、受
理
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
戸
籍
法
上
は
、
選
択
し
た
氏
の
夫
ま
た
は
妻
が

戸
籍
筆
頭
者
と
な
り
ま
す
。
実
際
に
は
、
結
婚
し
た
夫

婦
の
約
96
％
が
夫
の
姓
を
選
ん
で
お
り
、
妻
が
改
姓
す

る
こ
と
が
大
多
数
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
夫
婦
同
姓

を
定
め
た
法
律
が
、「
個
人
の
尊
重
」
や
「
両
性
の
平
等
」

を
定
め
た
憲
法
13
条
、
14
条
に
違
反
し
な
い
か
が
問
題

と
な
り
、
最
高
裁
大
法
廷
（
平
成
27
年
12
月
16
日
）
判

決
は
、「
夫
婦
同
姓
は
社
会
に
定
着
し
て
お
り
、
家
族

の
姓
を
一
つ
に
定
め
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
る
」
と

し
て
「
合
憲
」
と
判
断
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
裁
判

官
15
人
の
う
ち
、
５
人
の
裁
判
官
は
、「
多
く
の
女
性

が
姓
の
変
更
に
よ
る
不
利
益
を
避
け
る
た
め
に
事
実
婚

を
選
ん
で
い
る
。
別
姓
を
全
く
認
め
な
い
こ
と
に
合
理

性
が
認
め
ら
れ
な
い
」
な
ど
と
し
て
「
違
憲
と
す
る
」

と
い
う
判
断
を
下
し
て
い
ま
す
（
事
実
婚
で
は
、
税
法

上
の
扶
養
家
族
に
な
れ
ず
、
配
偶
者
控
除
な
ど
の
適
用
外

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
法
定
相
続
人
に
も
な
れ
ま
せ
ん
）。

　
　

夫
婦
同
姓
の
根
拠
は
、
①
明
治
民
法
以
来
、
同
姓
が

志賀小学校建設検討委員会だより　　　 　　

一
般
的
慣
行
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
②
対
外
的
に
夫
婦

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
生
活
上
、
便
利
で
あ
る
こ
と
、

③
子
ど
も
も
同
氏
と
な
り
夫
婦
・
家
族
の
一
体
感
が
生

ま
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
婚

姻
や
家
族
の
あ
り
方
が
時
代
と
共
に
「
家
」
と
い
う
概

念
か
ら
「
個
の
重
視
」
に
変
化
し
、
か
つ
、
女
性
の
社

会
的
進
出
が
著
し
く
進
ん
で
い
る
中
で
、
結
婚
前
の
姓

で
社
会
的
活
動
を
し
て
い
た
人
（
と
り
わ
け
女
性
）
が
、

結
婚
を
契
機
に
、
名
前
を
変
更
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
（
自
己
同
一
性
）

の
喪
失
感
な
ど
の
不
利
益
を
う
け
る
」
こ
と
は
否
定
で

き
ず
、
こ
の
点
は
、
上
記
判
決
も
認
め
て
い
ま
す
が
、

「
姓
の
通
称
使
用
が
広
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
不
利
益
は

一
定
程
度
緩
和
さ
れ
る
」
と
判
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、戸
籍
上
は
、夫
の
姓
で
す
が
、通
称
と
し
て
「
旧

姓
」
で
仕
事
を
す
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
新

規
に
作
る
銀
行
口
座
や
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な

ど
で
は
通
称
は
使
え
な
い
の
で
、不
便
さ
が
残
り
ま
す
。

も
っ
と
も
、
最
高
裁
も
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
が
合
理
性

が
な
い
、
と
判
断
し
た
わ
け
で
な
く
、
そ
の
制
度
の
あ

り
方
は
、
国
会
で
論
じ
ら
れ
、
判
断
さ
れ
る
べ
き
こ
と

だ
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。
海
外
で
は
、
夫
婦
同
姓
を

法
律
で
義
務
づ
け
て
い
る
国
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
国
連

の
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
も
改
正
す
る
よ
う
勧
告

を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、今
後
は
、「
同
姓
」、「
別

姓
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
選
択
的
夫
婦
別
姓
の

法
改
正
の
方
向
に
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

志賀小学校建設検討委員会事務局
☎３２- ９３６０

　　 　　№28

※
今
現
在
の
予
定
で
あ
り
、
開
校
ま
で
に
変
更
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

が
で
き
ま
し
た
。

学
級
数
案

学年 1組 ２組 ３組 ４組 合計

１年生 30人 30人 30人 30人 120人

２年生 32人 32人 32人 96人

３年生 31人 31人 31人 93人

４年生 36人 36人 35人 107人

５年生 36人 36人 36人 108人

６年生 30人 30人 30人 31人 121人

※この他、特別支援学級４学級
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 特別整理期間 臨時休館のお知らせ　
蔵書点検のため、志賀・富来両館とも３月 24日㈭～ 31日
㈭まで臨時休館します。ご不便をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。４月１㈮から、両館とも開館し
ますので、リフレッシュした図書館をぜひご利用ください。

　

３/５日土　14:00 ～ ３/16日水　10:30 ～ ３/22日火　14:00 ～ ３/25日金　14:00 ～
【紙工作】
とんとんずもう
折り紙で力士を作り、土俵
の上に載せてとんとん叩い
て遊びましょう。

（定員 15 人・幼児親子から
小学生対象）

親子リトミック遊び
親子リトミック遊びで、親
子のスキンシップ。お母さ
ん同士の交流もあります。

指導：松本有美 先生

（定員 20 組）

【科学教室】「巨大風船」で
空気の力を感じよう！
空気に重さはある？！空気
以外の気体の重さは？！
色々な実験で「空気のすご
い力」を体験しましょう。

指導：北陸電力宮本環さん
（小学生対象）

マジックショー
マジシャンの藤勝好さんが
児童館に来ます。マジック
の不思議な世界を楽しみま
せんか。

（幼児親子から小学生対象）

◆新着の本◆
○死んでいない者【第154回芥川賞受賞作】滝口　悠生
○異類婚姻譚【第154回芥川賞受賞作】　　  本谷有希子
○狙撃手のオリンピック　　　　　　遠藤　武文
○ムーンナイト・ダイバー　　　　　天童　荒太
○ママがやった　　　　　　　　　　井上　荒野
○ロング・ロング・ホリディ　　　　小路　幸也
○獅子吼　　　　　　　　　　　　　浅田　次郎
○坂の途中の家　　　　　　　　　　角田　光代
○お伊勢まいり　　　　　　　　　　平岩　弓枝
○ブラック・ヴィーナス～投資の女神～
　　　　　　　　　　　　　　　　　城山　真一
◆新着ＤＶＤ◆
○ちびまる子ちゃん～移動図書館がやってきた～　アニメ
○プレーンズ　　　　　　　　　    ディズニーアニメ

◆新着ＣＤ◆
○福の音　　　　　　　　　　　　　福山　雅治
○これが洋楽だ！ＢＥＳＴ　ＲＯＣＫ

休館日　７日㈪、14日㈪、21日（月・休）、24日㈭～ 31日㈭

問い合わせ先・開館時間
志賀町立図書館　平日　 ９:30 ～ 18:00
☎32-1740　　  土日祝　９:30 ～ 17:00

町立富来図書館　平日　 ９:30 ～ 18:00
☎42-2777　　  土日祝　９:30 ～ 17:00

★申し込み、お問い合わせは志賀町児童館まで
多数の子どもたちの参加をお待ちしています。

３月２日㈬・16日㈬　16:00 ～
志賀町立図書館 １階・絵本コーナーにて

休 館 日　20 日（日・祝）、21 日（月・休）
開館時間　9:00 ～ 17:30
問い合わせ先　志賀町児童館　☎ 32-1724

◆おすすめの本◆
○つまをめとらば　　　　　　　青山 文平 著【第154回直木賞受賞作】
　戦国の世から太平の世に移り、男たちは行き場を失った。己
の生き方を模索する男とその男に関わる女たちの物語。全６篇
の短編武家小説集です。

○トルコ伝統のレース編み・イーネオヤで
　つくるちいさな雑貨とアクセサリー　　　　　　平尾 直美 著
　トルコで受け継がれるレース編み・イーネオヤの基本テクニッ
クやクラシックモチーフ、モダンモチーフを解説。可憐な雑貨と
アクセサリーの作り方を紹介しています。

紙芝居や絵本の読み聞かせをし
ています。リクエストもできます
ので、気軽に参加してください。

おはなし会


